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風
化
す
る
歴
史

　
こ
れ
か
ら
、
長
春
の
散
策
を
始
め
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
こ
の
街
は
か
つ
て
新
京
と
よ
ば
れ
、「
満
州

国
」（
１
９
３
２
〜
１
９
４
５
年
）の
建
国
か
ら

崩
壊
ま
で
13
年
間
に
わ
た
り
首
都
と
し
て
機

能
し
、
最
も
多
い
時
に
は
約
10
万
人
の
日
本
人

が
居
住
し
て
い
た
。
戦
前
、
戦
中
世
代
に
は
、
新

京
や
満
州
国
と
い
う
名
前
に
強
い
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
や
あ
る
種
の
痛
み
を
感
じ
る
人
た
ち
が

い
る
。
そ
の
一
方
、
戦
後
世
代
に
と
っ
て
、
こ
れ

ら
の
都
市
や
国
の
名
前
は
歴
史
科
目
の
暗
記

事
項
に
す
ら
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
敗
戦
国
日
本
は
、
戦
後
、
戦
争

の
に
お
い
を
消
し
去
り
、
忘
れ
去
る
こ
と
に
努

め
て
き
た
感
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
研
究
者
の

発
言
や
専
門
書
の
記
述
以
外
の
部
分
で
満
州

国
の
実
相
に
触
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。
自
ら
起

し
た
戦
争
が
、
そ
の
張
本
人
に
よ
っ
て
風
化
さ

せ
ら
れ
て
い
る
、
と
言
う
ほ
か
な
い
。

　
中
国
で
は
満
州
国
の
こ
と
を「
偽
満
」あ
る

い
は「
偽
満
州
国
」
と
表
現
し
、
大
日
本
帝
国

の
不
当
な
侵
略
行
為
を
出
版
物
、
教
科
書
、メ

デ
ィ
ア
を
使
っ
て
告
発
し
続
け
て
い
る
。

　
一
方
で
は
過
去
を
す
で
に
風
化
し
た
歴
史

と
し
て
忘
却
し
、
も
う
一
方
で
は
絞
れ
ば
鮮

血
が
滴
り
落
ち
る
よ
う
な
レ
ア
な
現
実
と
捉

え
る
認
識
の
差
が
日
中
両
国
を
隔
て
て
い
る
。

こ
の
こ
と
が
、
国
交
回
復
30
周
年
を
迎
え
た

の　　幻　　都　　を　　歩　　く
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現
在
に
到
る
も
、
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
得
な

い
歴
史
認
識
問
題
の
頑
固
な
病
巣
に
な
っ
て
い

る
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
。

革
命
政
権
は

旧
国
家
の
配
線
を
使
う

　
長
春
の
街
は
二
筋
の
大
街
、
二
つ
の
広
場
、

そ
し
て
一
筋
の
繁
華
な
街
路
が
そ
の
主
要
な

骨
格
を
作
っ
て
い
る
。
二
筋
の
大
街
と
は
人
民

大
街
と
新
民
大
街
を
指
す
。
そ
れ
ぞ
れ
幅
員

（
道
路
幅
）が
広
く
、
街
路
樹
な
ど
を
取
り
払

え
ば
立
派
な
滑
走
路
と
し
て
も
使
え
そ
う

だ
。
二
つ
の
広
場
は
、
こ
の
街
を
南
北
に
貫
く

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
―
―
人
民
大
街
の
ち
ょ

う
ど
真
ん
中
に
位
置
す
る
人
民
広
場
、
そ
し

て
新
民
大
街
の
突
き
当
た
り
に
展
開
す
る
文

化
広
場
の
こ
と
で
あ
る
。
繁
華
な
街
路
と
は
重

慶
路
を
指
し
て
い
る
。
再
開
発
さ
れ
た
地
区
に

シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
ホ
テ
ル
や
百
貨
大
楼
、フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
店
、
露
天
商
な
ど
が
蝟
集
し
、
土

地
の
若
者
が
群
れ
集
ま
り
、
省
内
外
か
ら
登
っ

て
き
た
旅
行
客
で
雑
踏
す
る
。

　
１
９
３
０
年
代
に
発
行
さ
れ
た「
新
京
市

街
地
図
」に
は
、
人
民
大
街
が
大
同
大
街
、
新

民
大
街
が
順
天
大
街
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
人
民
広
場
は
大
同
広
場
、
文
化
広
場
は

順
天
広
場
と
な
っ
て
い
る
が
、
街
全
体
を
覆
う

街
路
の
区
画
、
道
路
の
配
置
は
、
現
在
、
ほ
と

ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン

神武殿

長春
満　　州　　



6

ダ
ー
ソ
ン
が
そ
の
著
『
増
補
　
想
像
の
共
同

体
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、１
９
９
７
年
）で
、
革
命
政

権
は
旧
国
家
の
配
線
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
、

と
指
摘
し
た
が
、
長
春
の
街
並
み
は
そ
れ
を
そ

の
ま
ま
裏
付
け
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ

れ
は
満
州
国
時
代
に
進
め
ら
れ
た「
国
都
」新

京
の
都
市
建
設
が
、
70
年
以
上
を
隔
て
た
今
で

も
使
用
に
耐
え
て
い
る
こ
と
の
証
左
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
世
界
で
も
ま
れ
に
見
る
優
秀
な
都
市

計
画
と
賞
賛
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。

　
そ
ろ
そ
ろ
長
春
の
散
策
に
出
発
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
第
一
歩
は
こ
の
街
の
臍
、
人
民

広
場
界
隈
か
ら
始
め
る
。

戦
国
の
城
―
関
東
軍
司
令
部

　
人
民
広
場
（
旧
大
同
広
場
）
を
循
環
す
る

ロ
ー
タ
リ
ー
の
北
西
角
に
は
、
荘
重
と
で
も
表

現
す
べ
き
中
国
人
民
銀
行
大
楼
が
ど
っ
し
り

と
構
え
て
い
る
。こ
れ
は
旧
満
州
中
央
銀
行
総

行（
本
店
）で
、ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
に
よ
る
四
階

建
て
の
建
築
物
だ
。
爆
撃
を
受
け
て
も
破
壊
さ

れ
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
た
満
州
初
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
構
造
だ
と
い
う
。
全
国
の
中
国
人
民

銀
行
の
中
で
、
最
も
重
厚
で
威
厳
あ
る
建
物
と

し
て
そ
の
雄
姿
を
誇
る
。
銀
行
の
西
隣
り
は
吉

林
省
電
信
公
司
で
、
満
州
国
時
代
は
首
都
放

送
局
の
建
物
だ
っ
た
。ロ
ー
タ
リ
ー
の
南
西
角

に
は
、
緑
の
屋
根
瓦
が
美
し
い
長
春
市
公
安
局

が
あ
る
。
こ
の
建
物
も
、
か
つ
て
は
新
京
首
都

警
察
庁
が
所
有
し
て
い
た
。

　
人
民
広
場
か
ら
北
に
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
登
っ
て
い
く
と
、
人
民
大
街
と
新
発
路
（
旧

名
も
同
じ
）が
交
叉
す
る
北
西
角
に
長
春
で

最
も
美
し
い
と
さ
れ
る
建
物
が
視
界
に
入
っ

て
く
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
構
造
物

に
日
本
風
の
屋
根
を
載
せ
た
い
わ
ゆ
る
帝
冠

様
式
と
よ
ば
れ
る
建
築
で
、
そ
の
威
容
は
戦
国

の
城
と
見
紛
う
ほ
ど
で
あ
る
。こ
こ
は
関
東
軍

司
令
部
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
現
在
は
吉
林
省

共
産
党
委
員
会
が
使
っ
て
い
る
。
関
東
軍
は
満

州
国
を
実
質
支
配
し
た
最
高
権
力
機
関
だ
っ

た
。
そ
こ
に
、
今
、
吉
林
省
を
統
括
す
る
共
産

党
委
員
会
が
入
居
し
て
い
る
。
革
命
政
権
の
多

く
が
旧
国
家
の
配
線
を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る

と
は
す
で
に
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
使
用
す
る
配

線
に
も
お
の
ず
と
格
付
け
が
あ
る
よ
う
だ
。

現
在
、
最
高
権
力
を
握
る
組
織
は
、
や
は
り
、

過
去
に
お
い
て
最
高
位
に
あ
っ
た
権
力
機
関
の

居
城
に
入
り
た
が
る
も
の
ら
し
い
。

　
戦
国
の
城
を
右
手
に
見
な
が
ら
新
発
路
を

西
に
進
む
。
前
方
に
鬱
蒼
と
し
た
森
が
忽
然

と
現
れ
、
樹
林
の
奥
の
方
に
尖
塔
を
戴
い
た
煉

瓦
造
り
の
瀟
洒
な
洋
館
が
見
え
て
き
た
。
服

務
員
に
建
物
の
由
来
を
た
ず
ね
る
と
、
周
囲

を
は
ば
か
る
よ
う
に
小
さ
な
声
で
、

　「
む
か
し
、
関
東
軍
司
令
官
の
官
邸
で
し
た
」

　
と
い
う
返
事
が
か
え
っ
て
き
た
。

　
本
庄
繁
ら
歴
代
の
司
令
官
が
住
ん
だ
と
こ

ろ
だ
。
関
東
軍
司
令
官
は
皇
帝
の
上
位
に
立
つ
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「
太
上
皇
」だ
っ
た
。
現
在
、
松
苑
賓
館
の
高
級

宴
会
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
官
邸
は
、
愛
新

覚
羅
・
溥
儀
が
正
室
の
婉
容
ら
と
暮
ら
し
た

仮
宮
殿（
偽
皇
宮
）よ
り
も
は
る
か
に
贅
を
尽

し
た
も
の
だ
っ
た
。

　
人
民
大
街
を
さ
ら
に
北
上
し
て
長
春
駅
界

隈
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
み
る
。
駅
舎
は
ガ
ラ
ス

張
り
の
現
代
的
な
ビ
ル
に
化
け
て
味
気
が
な

い
。
ヤ
マ
ト
ホ
テ
ル
も
春
誼
賓
館
と
い
う
二
流

ホ
テ
ル
に
改
装
さ
れ
て
、
昔
の
面
影
を
偲
ぶ
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
。
か
つ
て
歓
楽
街
だ
っ
た

吉
野
町（
現
長
江
路
）の
街
路
を
照
ら
し
た
享

楽
の
ネ
オ
ン
は
と
っ
く
の
昔
に
撤
去
さ
れ
て
し

ま
っ
た
ら
し
く
、
路
地
の
入
口
に
あ
っ
た
郵
便

局（
現
長
春
市
郵
局
）の
建
物
が
寂
し
く
老
醜

を
さ
ら
し
て
い
る
。

新
京
首
都
計
画
の
礎

　
駅
前
か
ら
車
で
人
民
大
街
を
南
下
し
て
文

化
広
場
に
向
か
う
。
途
中
、
新
京
の
首
都
計
画

の
こ
と
な
ど
を
考
え
た
。
計
画
の
礎
を
築
い
た

の
は
、
時
代
が
前
後
す
る
が
、
台
湾
総
督
府
の

民
政
長
官
と
し
て
植
民
地
経
営
に
辣
腕
を
振

る
っ
た
後
、１
９
０
６
年
に
初
代
の
南
満
州
鉄

道
総
裁
に
就
任
し
た
後
藤
新
平
の
努
力
に
負

う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
後
藤
は
満
鉄
付
属
地
に

お
け
る
市
街
地
計
画
で
、
一
等
道
路
の
幅
員

を
二
〇
間
（
約
36
メ
ー
ト
ル
）に
す
る
こ
と
に

固
執
し
た
。
当
時
と
し
て
は
破
天
荒
な
広
さ

の
道
路
幅
だ
っ
た
。
こ
の
措
置
が
26
年
後
に
始

ま
る
満
州
国
の
首
都
建
設
に
大
い
に
役
立
っ

た
の
で
あ
る
。
余
談
に
な
る
が
、
後
年
、
東
京

市
長
に
就
任
し
た
後
藤
は
関
東
大
震
災
（
１

９
２
３
年
）に
遭
遇
し
、
壊
滅
状
態
だ
っ
た
帝

都
の
復
興
を
見
事
に
乗
り
切
っ
て
い
る
。
都
市

計
画
に
卓
見
が
あ
っ
た
、
と
い
う
ほ
か
な
い
。

　
車
は
人
民
広
場
を
通
り
越
し
、
松
林
が
美

し
い
牡
丹
園（
旧
牡
丹
公
園
）の
入
口
に
停
車

し
た
。こ
こ
に
は
長
春
市
の
重
点
文
物
に
指
定

さ
れ
た
神
武
殿
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
神
武

殿
と
は
武
道
館
の
こ
と
だ
が
、
今
は
吉
林
大

学
の
講
堂
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
内
部
に
は

木
製
の
椅
子
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
び
、
舞
台
の

奥
に
は
銀
幕
が
張
っ
て
あ
る
。
こ
こ
で
集
会
や

映
画
会
を
開
く
の
だ
ろ
う
。
庭
に
は
近
隣
の
人

た
ち
が
整
列
し
、
扇
の
舞
い
を
踊
っ
て
い
た
。

上段右から順に

中国人民銀行（旧満州中央銀行）

吉林省電信公司（旧放送局）

文化広場に面した吉林大学（幻の帝宮）

長春市公安局（旧新京警察）

下段右から順に

旧関東軍司令官官邸

新民大街に面した吉林大学（旧司法部）

ベチューン医科大（旧国務院）

共産党委員会ビル（旧関東軍司令部）
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幻
の
帝
宮

 

人
民
大
街
を
さ
ら
に
南
下
し
て
解
放
大
路

（
旧
興
仁
大
路
）を
右
折
す
る
と
、や
が
て
右
手

に
広
大
な
緑
地
帯
が
展
開
す
る
。
文
化
広
場

（
順
天
広
場
）で
あ
る
。
広
場
の
北
端
に
は
執
政

か
ら
皇
帝
に
即
位（
１
９
３
４
年
）し
た
愛
新

覚
羅
・
溥
儀
の
た
め
に
新
宮
殿（
帝
宮
）の
建
設

が
計
画
さ
れ
た（
１
９
３
８
年
）が
、
大
日
本
帝

国
の
敗
戦
で
完
成
に
到
ら
ず
、
溥
儀
が
こ
こ
に

住
ま
う
機
会
は
な
か
っ
た
。
未
完
の
宮
殿
は
、
戦

後
、
地
質
学
院
の
校
舎
と
し
て
完
工
し
、
同
学

院
は
そ
の
後
科
学
技
術
大
学
に
改
組
さ
れ
、
数

年
前
に
吉
林
大
学
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。

　
文
化
広
場
か
ら
南
の
郊
外
に
伸
び
て
い
る
の

が
新
民
大
街
で
あ
る
。
旧
名
を
順
天
大
街
と
い

う
。
中
国
の
正
史
、
明
史
な
ど
を
読
む
と
、
頻
繁

に「
大
祀
天
地
於
南
郊
」（
南
郊
に
於
い
て
大
い

に
天
地
を
祀
る
）と
い
う
表
現
に
ぶ
つ
か
る
。こ

れ
は
天
を
祀
る
王
朝
儀
礼
の
祭
壇
が
南
郊
に

置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
新
宮
殿

が
落
成
し
て
い
れ
ば
、
皇
帝
溥
儀
は
新
宮
殿
か

ら
順
天
大
街
を
進
み
、
南
郊
壇
に
天
を
祀
る
儀

礼
を
行
っ
た
筈
で
あ
っ
た
。

　
順
天
大
街
沿
い
に
は
、
満
州
国
の
国
政
を
司

る
八
つ
の
政
府
機
関
が
置
か
れ
た
。
そ
の
建
物

は
現
在
も
あ
る
。
順
天
広
場
側
か
ら
南
に
向

か
っ
て
順
番
に
、
満
州
国
国
務
院（
べ
チ
ュ
ー
ン

医
科
大
学
、
数
年
前
に
吉
林
大
学
に
吸
収
合

併
）、
軍
事
部（
吉
林
大
学
第
一
医
院
）、
司
法

部（
吉
林
大
学
）、
経
済
部（
吉
林
大
学
第
三
医

院
）、
交
通
部（
長
春
中
医
学
院
附
属
医
院
）、

最
高
裁
の
中
央
法
衙
（
解
放
軍
第
四
六
一
医

院
）、
農
業
部（
師
範
大
学
附
属
中
学
）、
文
教

部（
師
範
大
学
附
属
小
学
）の
八
機
関
で
、こ
れ

を
総
称
し
て
偽
満
八
大
部
と
よ
ぶ
。

　
偽
満
八
大
部
の
う
ち
農
業
部
と
文
教
部
を

除
い
た
六
機
関
の
建
物
は
、
繰
り
返
し
に
な
る

が
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
構
造
物
に
日

本
風
あ
る
い
は
中
国
風
の
屋
根
を
載
せ
た
い
わ

ゆ
る
帝
冠
様
式
と
よ
ば
れ
る
建
築
で
、
興
亜
式

ま
た
は
ア
ジ
ア
主
義
様
式
と
も
い
う
。
満
州
国

は
建
前
と
し
て
五
族
共
和
（
日
、
満
、
蒙
、
鮮
、

漢
）
を
謳
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
建
築
様
式
に

も
東
亜
の
民
族
性
を
具
現
す
る
必
要
が
あ
っ

た
の
だ
。
八
大
部
の
建
物
は
そ
れ
ぞ
れ
に
威
厳

あ
る
重
厚
な
設
計
だ
が
、
中
央
法
衙（
解
放
軍

第
四
六
一
医
院
）の
大
楼
は
ひ
と
き
わ
美
し

く
、
煉
瓦
造
り
の
優
美
な
曲
線
が
見
る
者
の
心

を
捉
え
て
離
さ
な
い
。

　
夕
刻
近
く
、
南
湖
の
西
側
、
湖
西
路
沿
い
に

あ
る
長
春
電
影
製
片
厰
を
訪
ね
た
。こ
こ
は
か

つ
て
、
陸
軍
憲
兵
大
尉
の
甘
粕
正
彦
が
理
事
長

を
努
め
て
い
た
満
州
映
画
協
会
だ
っ
た
。
甘
粕

は
関
東
軍
と
結
託
し
て
特
務
工
作
に
従
事
し
、

満
州
国
統
治
に
絶
大
な
発
言
力
を
有
し
た
実

力
者
で
あ
っ
た
。「
昼
は
関
東
軍
司
令
部
が
満

州
国
を
支
配
し
、
夜
は
甘
粕
が
支
配
す
る
」と

ま
で
畏
れ
ら
れ
た
陰
の
謀
略
家
で
も
あ
っ
た
。

１
９
４
５
年
８
月
18
日
午
前
１
時
、ソ
連
参

【上】緝煕楼（偽皇宮）２階廊下。肖像写真

は愛新覚羅・溥儀

【下右】勤民楼（偽皇宮）。溥儀の執務処

【下左】勤民楼の中庭
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●長春市の概要
　　　　　

　吉林省の省都。北海道の知床半

島、千島列島の国後島と同緯度帯

にあり、冬季は酷寒。人口約280万

人は全国12位で、ハルピンや南京

と同規模。市街地は南北約20キロ、

東西約15キロで、旧新京時代の街

並みをほぼそのまま継承している。

満映を前身とする長春電影製片厰

は業界のトップレベルを誇り、中国に

おける映画揺籃の地として知られ

る。重工業が発達し、高級乗用車の

アウディや紅旗を生産する第一汽

車製造は中国の自動車産業を牽引

している。市内は公園、広場、緑地

帯が多く、清潔で広 と々して快適で

ある。道路の植え込みや公園の樹

林には松の木が多い。

●長春への行き方
　　　　　

　中国のたいていの主用都市から

は航空機の便があり、北方航空、東

方航空、南方航空、中国国際航空な

どが就航している。この他、韓国の

仁川国際空港からアシアナ航空、中

国北方航空が1時間30分で長春と

の間を結んでいる。

　汽車なら北京から快速で10時間

30分。長春直行便以外にハルピン、

ジャムス行きなども長春に停車し、切

符も比較的買い易い。

　

●おすすめツアー
　　　　　

　中国と北朝鮮の国境上にある長

白山（朝鮮名：白頭山、海抜2691m）

への各種バス、汽車ツアーが面白

い。二泊三日で天池や瀑布、温泉な

どを観光する。費用は680元（大人１

人、途中食費込み）から。申し込みは

主要ホテルのツアー・デスクで。

●ホテル
　　　　　

長白山賓館

新民大街16号

Tel：431-5526555

Fax：431-5642003

南湖公園正門に近い閑静な環境。

朝鮮、中華料理レストランのほか、サ

ウナ＆マッサージ施設などもある。韓

国人観光客が多い。宿泊料350元～

南湖賓館

南湖大路2号

Tel：431-5683571

Fax：431-5682559

南湖公園内の高級幹部招待所を

兼ねた高級ホテル。各種レストラン

あり。市街地から離れているので外

出に不便。静養したい人には最適。

宿泊料270元～（エアコン無し）

戦
、
大
日
本
帝
国
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
を
受

け
、
皇
帝
溥
儀
は
満
州
国
解
体
と
皇
帝
退
位
の

詔
書
を
読
み
上
げ
、こ
の
国
は
13
年
の
数
奇
な

歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
刻
、

満
州
映
画
協
会
の
理
事
長
室
の
黒
板
に
甘
粕

の
筆
跡
で「
大
ば
く
ち
、
も
と
も
子
も
な
く
、

す
っ
て
ん
て
ん
」と
い
う
文
句
が
な
ぐ
り
書
き

さ
れ
た（
山
室
信
一『
キ
メ
ラ
　
満
州
国
の
肖

像
』中
公
新
書
、
一
九
九
三
年
）と
い
う
。
こ
の

文
言
は
甘
粕
に
と
っ
て
、そ
し
て
関
東
軍
に
と
っ

て
も
、
満
州
国
経
営
が
大
博
打
で
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
た
。

散
策
の
終
り
に

　
満
州
国
は
柳
条
湖
で
満
鉄
線
を
爆
破（
九
・

一
八
事
変
、１
９
３
１
年
）し
、そ
れ
を
中
国
軍

隊
の
仕
業
に
捏
造
し
た
関
東
軍
の
謀
略
か
ら

生
ま
れ
た
。
関
東
軍
の
行
動
は
、
国
内
で
統
帥

権
を
楯
に
内
閣
機
能
を
骨
抜
き
に
し
て
暴
走

し
た
陸
軍
当
局
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
た
。こ

の
こ
と
を
考
え
る
と
き
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
王

道
楽
土
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
傀
儡
国
家
の
建

設
と
い
う
横
車
を
押
し
通
す
た
め
に
ひ
ね
り

出
し
た
美
言
と
い
う
ほ
か
な
い
。
今
と
な
っ
て

は
、
む
な
し
い
響
き
だ
け
が
こ
だ
ま
す
る
。

　
関
東
軍
の
謀
略
と
、
そ
れ
を
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

す
る
絵
空
事
が
複
雑
な
ね
じ
れ
現
象
を
見
せ

な
が
ら
進
ん
だ
満
州
国
の
経
営
は
、
日
米
開
戦

に
と
も
な
う
太
平
洋
戦
争
の
敗
北
で
当
然
の

こ
と
な
が
ら
破
綻
し
た
。
王
道
楽
土
の
建
設
ど

こ
ろ
か
、そ
れ
を
推
進
し
た
大
日
本
帝
国
さ
え

を
も
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　「
何
故
に
旧
時
代
の
建
物
を
保
存
、
活
用
し

て
い
る
の
か
」

　
と
問
う
た
と
い
う
。

　
吉
林
省
の
役
人
は
、

　「
日
本
建
築
、
冬
暖
夏
涼
！
」（
日
本
人
が
建

て
た
建
物
は
冬
に
暖
か
く
、
夏
は
涼
し
い
の
で

す
！
）

●「満州国」を知るための本
山室信一『キメラ　満洲国の肖像』（中公新書、1993年）

越澤明『満州国の首都計画』（ちくま学芸文庫、2002年）

北岡伸一『後藤新平』（中公新書、1988年）

愛新覚羅・溥儀著、小野忍他訳『わが半生　上・下』（筑摩書房、1977年）

中山隆志『関東軍』（講談社選書メチエ、2000年）

青江舜二郎『石原莞爾』（中公文庫、1992年）

石原莞爾『最終戦争論・戦争史大観』（中公文庫、1993年）

大杉一雄『日中十五年戦争史』（中公新書、1996年）

馬場伸也『満州事変への道』（中公新書、1972年）

藤原書店編「満洲とは何だったのか」『環』（藤原書店、2002年vol.10）

原田勝正『満鉄』（岩波新書、1981年）

戸部良一『日本陸軍と中国』（講談社選書メチエ、1999年）

※本文執筆に際し、上記文献を参照しました。

　
と
答
え
た
そ
う
だ
。

　
た
と
え
侵
略
者
が
置
き
去
り
に
し
た
配
線

で
も
、
そ
れ
が
優
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
積
極
的

に
利
用
す
る
と
い
う
中
国
人
の
合
理
性
を
見

事
に
説
明
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
も
あ
る
。

文化広場から吉林大学第一医院（旧軍事部）を望む


